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障害の理解

（1）障害の概念

（2）障害の基本的な知識

（3）障害児者や家族の心理とかかわり支援



概念
読み方：がいねん

思考において把握される、物事の「何たるか」という部分。抽象的かつ普遍的に捉
えられた、そのものが示す性質。対象を総括して概括した内容。 あるいは、物事
についての大まかな知識や理解。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』https://ja.wikipedia.org/wiki/



障害

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
障害（しょうがい）とは、ものごとの達成や進行のさまたげとなること、また、さまたげとなるものの
ことである。障礙（しょうげ、略字で障碍）は、仏教用語として煩悩障など心を覆い隠し悟りを妨げて
いる要素を指して用いられたことから、邪魔するなどといった意味で使われ、明治時代にはしょうがい
と読まれるようになった。その後、日本では妨げというような意味では、それらの表記は区別されず用
いられた。
1940年代の当用漢字表や、障害の表記が採用されると、障碍の語はあまり用いられなくなった。身体機
能の障害に対して、法令などで障害の語が当てられるようになった。近年、障害者の表記を巡って議論
がある。
なんらかの障害によって発生するダメージやトラブル、問題が生じたという意味。また、支障をきたし
ている状態も指す。医学的には、生理的な機能障害のimpairmentと、その結果ものごとを遂行するための
能力障害disabilityが日本語では区別されておらず、また精神障害では、変調を意味するdisorderに障害の
語があてられる。社会福祉のモデルとしては、社会的な制約を取り払うためにdisabilityに焦点を当てた政
策が考えられる。



（1）障害の概念

障害者福祉の理念

①ノーマライゼーション

②リハビリテーション

③インクルージョン

④障害者総合支援法



理念とは、ある物事において「このようにあるべき」というような根本となる考えを意味するもの 。



ノーマライゼーションと初めて聞いたとき、何？って思
いましたよね。
言葉の原型がわかりにくいからです。
基本形は「ノーマル」、「普通」という意味ですね。
それが動詞になると「ノーマライズ」、「普通にする」。
その名詞形が「ノーマライゼーション」、「普通化」で
す。
つまり、障害のある人にも「普通の暮らしを」という考
え方が、ノーマライゼーションです。



①ノーマライゼーション8つの原則

①一日のノーマルなリズム

②一週間のノーマルなリズム

③一年間のノーマルなリズム

④あたりまえの成長の過程をたどること

⑤自由と希望を持ち、周りの人もそれを認め、尊重してくれること

⑥男性、女性どちらもいる世界に住むこと

⑦平均的経済水準を保証されること

⑧普通の地域の普通の家に住むこと



②リハビリテーション

事故・疾病で後遺症が残った者などを対象に，その能力を回復させるため
に行う訓練や療法。

広義には，社会生活関係で脱落・背離した者に対する回復のための支援
サービス。教育・職業・心理等の分野がある。社会復帰。リハビリ。

（Activities of Daily Living日常生活動作 ⇒移動・排泄・食事・更衣・
洗面・入浴など）からQOL（ quality of life,生活の質）へ、という考え方が

リハビリテーションの目的に掲げられるようになりました。



③インクルージョン
inclusion

1.名含めること、包含、含有、包括

2.〔社会的な〕一体性、〔人種・文化などの〕多様性の受け入れ

3.含有物、内包物、介在物

4.《鉱物》包有物

ここでいうインクルージョンは社会の中で少数者である人が社会から排除
されないように、社会全体で障害のある人を包み込もうという考え方です。



人事労務用語辞典「インクルージョン」の解説

組織内の誰にでもビジネスの成功に参画・貢献する機会があり、それぞれに
特有の経験やスキル、考え方が認められ、活用されていることを「インク
ルージョン」（inclusion）と言います。「ダイバーシティ」が組織内に多様
な人材がいる状態を表すのに対して、包括、包含、一体性などの語意をもつ
インクルージョンは、そうした多様な人々が対等に関わりあいながら一体化
している状態を指す用語として区別されます。ダイバーシティをより発展さ
せた新しい人材開発のあり方として注目されています。



ICIDH
(INTERNATIONAL CLASSIFICATION   

OF IMPAIRMENTS, DISABILITIES AND HANDICAPS)

引用：Copyright (C) 2007-2014 (公財)日本障害者リハビリテーション協会(JSRPD) 
All Rights Reserved.

https://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/prdl/jsrd/norma/n251/n251_01-01.html



ICF「INTERNATIONAL CLASSIFICATION OF 
FUNCTIONING, DISABILITY AND HEALTH」「国際生活
機能分類」

引用：Copyright (C) 2007-2014 (公財)日本障害者リハビリテーション協会(JSRPD) 
All Rights Reserved.

https://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/prdl/jsrd/norma/n251/n251_01-01.html



生
活
機
能

心身機能 手足の動き、視覚、聴覚、心理・精神などの機能面

身体構造 関節、胃、腸、皮膚などの構造面

活動
日常生活動作だけでなく余暇活動や社会生活に必要な活動など個人による
生活行動

参加 社会的な役割を持つなど、生活・人生場面のかかわり

背
景
因
子

環境因子
生活し人生を送っている物的な環境や社会的環境、国や地域の文化や習慣
など人的環境を含めた本人に関係する全ての環境

個人因子 個人の人生や生活の背景、健康状態やその人の特徴

引用：令和2年度「介護に関する入門的研修」テキスト 69ページ



引用：第１回 社会保障審議会統計分科会生活機能分類専門委員会資料
https://www.mhlw.go.jp/shingi/2006/07/dl/s0726-7e06-3-06.pdf



健康状態

（変調または病気）

脳性まひ

心身機能・身体構造 活動 参加

下肢の能力
の低下

移動の 困
難さ

買い物に行
けない

上り坂

(環境因子)
車いすの性
能の低さ

近所の目を
気にする祖

父母

内向的な性
格

(環境因子) (個人因子)

(環境因子)

引用：令和2年度「介護に関する入門的研修」テキスト 69ページ



④障害者総合支援法

今まで説明してきた障害者福祉の理念の基にこの法律があります・



共生型サービスのメリット・デメリット
メリット

１．多彩な人間の交流によって活気が生まれる

２．利用への抵抗感や手続きの負担が軽減される

３．コストの効率化

デメリット

１．従事者の労力の増大と各サービス提供レベルの低下

２．感染症の危険性



（2）障害の基本的な知識

①身体障害

②知的障害

③精神障害

④発達障害



①身体障害
ア、肢体不自由

イ、視覚障害

ウ、聴覚・平衡機能障害

エ、音声・言語・咀嚼機能障害

オ、内部障害



代表的な障害像

障害像 概要 原因となる病気（例）
片麻痺 身体の右半身あるいは左半身の麻痺をいいま 脳卒中（脳梗塞、脳出血、くも

す.感覚障害や高次脳機能障害を伴うこともあ 膜下出血など）
ります。

対麻痺 左右対称の麻痺をいいます。麻痺の範囲は胸 外傷、腫瘍、神経変性疾患など
から足先まで,腰から足までなど様々です。感覚 による脊椎の損傷
障害を伴います。

四肢麻痺 両手足が麻痺した状態を四肢麻痺といいます。 脊椎損傷のうち、損傷の部
麻痺と感覚障害に加えて自律神経異常を伴う 位が、頸椎にあるもの
こともあります。

関節機能障害 変形、拘縮、痛みなどによって関節がスムース 関節リウマチ、変形性関節症
に動かせない状態です。1か所の関節だけで
なく、同時に複数の関節が障害されていること
もあります。

運動機能障害 生まれてから、首がすわり、寝返りができるよ 脳性麻痺
うになり、歩けるようになる、といった運動機能
の正常な発達過程をたどることができないこと
をいいます。

引用：令和2年度「介護に関する入門的研修」テキスト 72ページ



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shitaihujiyu.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shitaihujiyu.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shitaihujiyu.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shitaihujiyu.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shitaihujiyu.html



イ、視覚障害



視覚障害の見え方



引用：東京都福祉保健局ホームページ「東京都心身福祉障害者センター」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/shinsho/shinshou_techou/sintaisyougaininteikijyun.html



引用：BuzzFeed 「2.交差点」より
https://www.buzzfeed.com/jp/hikaruyoza/shiryoku-yoshi-waroshi



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shikaku.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shikaku.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shikaku.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shikaku.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/shikaku.html



伝音性難聴と感音性難聴

引用：一般社団法人 日本補聴器工業会
http://www.hochouki.com/knowledge/cause.html



引用：東京都福祉保健局ホームページ「東京都心身福祉障害者センター」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/shinsho/shinshou_techou/sintaisyougaininteikijyun.html



引用：東京都福祉保健局ホームページ「東京都心身福祉障害者センター」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/shinsho/shinshou_techou/sintaisyougaininteikijyun.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/tyoukaku.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/tyoukaku.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/tyoukaku.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/tyoukaku.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/naibu.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/naibu.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/naibu.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/helpmarkforcompany/



②知的障害
軽度知的障害 成人の場合において正常な知的水準に無いIQ50～69(精神年

齢が9歳から12歳)の状態

中等度知的障害 上記同様にIQ35～49(精神年齢6～9歳)の状態

重度知的障害 上記同様にIQ20～34(精神年齢3～6歳)の状態

最重度知的障害 IQ20未満(精神年齢3歳未満)の状態

引用：TRYZE MEIDA「知的障害の症状」より
https://tryze.biz/media/knowledge/disorder-difference/



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/chiteki.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/seishin.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/seishin.html



③精神障害

先天性 精神遅滞など出生時から障害が生じているもの

後
天
性

外因性 脳を含め身体に明らかな生物学的変化や原因物質が認められるもの
（例：認知症、アルコール依存症）

心因性 心理的負荷の結果発症するもの（例：神経症）

内因性 原因不明であるが何らかの身体的素因を背景に発症すると推測され
るもの（例：統合失調症、躁うつ病）

引用：令和2年度「介護に関する入門的研修」テキスト 75ページ



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/seishin.html



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/seishin.html



④発達障害

ア、自閉症スペクトラム
イ、注意欠陥・多動性障害（ADHD）
ウ、学習障害



出典：東京都福祉保健局ホームページ「ハートシティ東京」より
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/tokyoheart/shougai/hattatu.html



（3）障害児者や家族の心理とかか
わり支援

①家族に多いストレス

ア、人間関係によるストレス

イ、介護負担によるストレス

②障害の理解

ア、障害受容のプロセス

イ、家族にとっての障害受容



1，ショック期 病気や事故直後の唖然とした状態で、家族も障害への認識もなく、表面的には
平穏に見える

2，否認期 「まさか自分の家族に限って」(否認）、｢こんなことになるなんて,,]（怒り）、
「懸命に支えれば元通りになるかも」（取引）等と考える

3，混乱期 「必死に努力しても何も変わらない」「誰も支えてくれない」と周囲を責めた
り、「自分の力が足りないのでは」と自分を責めて抑うつ的になる

4，適応への努力期 「本人もやる気が出たから私も頑張ろう」「一緒に家族が支えてくれている」
と前向きな気持ちが生まれる

5，受容器 障害がある家族としての新たな生活の充実感を見出していく

家族の障害受容のプロセス

引用：介護労働安定センター 介護職員初任者研修テキスト第３分冊162頁図表３－１より



ご清聴ありがとうございました


